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請　

願

◆
請
願
第
１
号

最
低
賃
金
の
改
善
と
中

小
企
業
支
援
の
拡
充
を

求
め
る
請
願

［
請
願
者
］

岩
手
県
労
働
組
合
連
合
会
議
長   

 

金
野
耕
治 

ほ
か
１
名

 �

（
一
部
採
択
）

◆
請
願
第
２
号

教
職
員
定
数
改
善
と
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
２
分
の
１
復
元
を
図

る
た
め
、２
０
２
０
年
度

政
府
予
算
に
係
る
意
見

書
採
択
に
関
す
る
請
願

［
請
願
者
］

岩
手
県
教
職
員
組
合
花
北
遠
野
支
部
長   

 

高
橋
克
典 

ほ
か
１
名

 �

（
継
続
審
査
）

議
員
発
議

　

今
定
例
会
で
は
、２
件
の

議
員
発
議
案（
意
見
書
２

件
）
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

意 

見 

書

◆
発
議
案
第
１
号

最
低
賃
金
の
改
善
と
中

小
企
業
支
援
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書

　

政
府
は
、
骨
太
方
針
の

中
で「
よ
り
早
期
に
」達
成

す
る
目
標
を
盛
り
込
み
、

３
％
を
超
え
る
最
低
賃
金

上
げ
を
促
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
中
小
、
零
細

企
業
が
多
数
を
占
め
る
地

域
に
と
っ
て
最
低
賃
金
を

大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と

は
、
企
業
側
に
と
っ
て
大

き
な
負
担
と
な
る
と
の
見

方
も
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
政
府
が
率
先

し
て
公
正
取
引
ル
ー
ル
を

確
立
し
、
中
小
企
業
へ
の

付
帯
的
な
支
援
策
を
拡
充

し
な
が
ら
、
最
低
賃
金
を

引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
要
望
す
る
。

◆
発
議
案
第
２
号

新
た
な
過
疎
対
策
法
の

制
定
に
関
す
る
意
見
書

　

現
行
の
「
過
疎
地
域
自

立
促
進
特
別
措
置
法
」
は

令
和
３
年
３
月
末
を
持
っ

て
失
効
す
る
。

　

過
疎
地
域
が
果
た
し
て

い
る
多
面
的
・
公
益
的
機

能
を
今
後
も
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、引
き
続
き
、

過
疎
地
域
に
対
し
て
総
合

的
か
つ
積
極
的
な
支
援
を

充
実
・
強
化
し
、
住
民
の

暮
ら
し
を
支
え
て
い
く
政

策
を
確
立
・
推
進
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
新
た
な
過
疎

対
策
法
の
制
定
を
強
く
要

望
す
る
。

６
月
定
例
会

　

新
田
勝
見
議
員
、
安
部
重
幸
議
員
、
浅
沼
幸
雄

議
員
３
名
が
全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
長
を
８
年
間
務
め
た
新
田
勝
見
前
議

長
に
対
し
、
岩
手
県
市
議
会
議
長
会
か
ら
、
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
及
び
岩
手
県

市
議
会
議
長
会
表
彰
伝
達
式

新 田  勝 見
議 員

議長８年を務めた功
績により特別表彰を
受賞。

安 部  重 幸
議 員

副議長４年を務め
た功績により一般表
彰、議員 20 年以上
務めたことにより特
別表彰を受賞。

浅 沼  幸 雄
議 員

議員 15 年を務めた
功績により一般表彰
を受賞。

　

市
民
と
議
会
と
の
懇
談

会
は
、
議
員
と
市
民
が
自

由
に
情
報
や
意
見
を
交
換

す
る
場
と
し
て
、
毎
年
度

開
催
し
て
お
り
、
今
年
度

は
テ
ー
マ
を
「
小
さ
な
拠

点
の
地
域
づ
く
り
」
と
し

ま
し
た
。

　
「
小
さ
な
拠
点
の
地
域

づ
く
り
」
は
、
市
内
11
地

区
が
、
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
平
成
27
年
度
か
ら
取

り
組
ま
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
各
町
ご
と
に
「
地
区

ま
ち
づ
く
り
計
画
」
が
策

定
さ
れ
、
平
成
30
年
度
か

ら
一
括
交
付
型
補
助
金
に

よ
り
特
色
あ
る
取
り
組
み

を
始
め
て
い
ま
す
。

　

懇
談
会
は
、
地
区
ま
ち

づ
く
り
計
画
の
策
定
や
進

行
管
理
等
に
携
わ
っ
て
い

る
市
民
の
皆
さ
ま
に
、
日

ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
を

自
由
に
述
べ
て
い
た
だ
く

機
会
と
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
皆
さ
ま
か
ら
い

た
だ
い
た
意
見
・
提
言
を

も
と
に
、
各
常
任
委
員
会

で
調
査
・
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。

「市民と議会との懇談会」181名の声をきく
常任委員会で調査研究中

　

令
和
元
年
６
月
定
例
会

は
、
11
日
か
ら
21
日
ま
で

の
11
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
９
人
の

議
員
が
登
壇
し
、
市
政
を

問
い
ま
し
た
。

　

市
が
提
出
し
た
案
件
は

全
12
議
案
で
、
専
決
処
分

に
関
す
る
条
例
２
件
、
予

算
１
件
を
承
認
、
条
例
６

件
、
一
般
会
計
補
正
予
算

（
５
億
１
千
万
円
）
１
件
、

そ
の
他
２
件
を
審
議
し
、

す
べ
て
全
会
一
致
で
原
案

の
と
お
り
承
認
、
可
決
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
日
の
本
会

議
で
は
、
追
加
議
案
１
件

が
上
程
さ
れ
可
決
し
た
ほ

か
、
議
員
発
議
に
よ
る
意

見
書
２
件
を
可
決
し
ま
し

た
。

　

令
和
元
年
6
月
21
日

付
け
で
、
会
派
結
成
届

の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

遠
野
令
和
会

代　

表　

照
井　

文
雄

副
代
表　

菊
池
巳
喜
男

　
　
　
　

菊
池　

浩
士

　
　
　
　

菊
池　

美
也

　
　
　
　

萩
野　

幸
弘

　
　
　
　

瀧
本　

孝
一

【 提  言  件  数 】

共
通
テ
ー
マ

地
区
提
出
テ
ー
マ

議

会

報

告

地
域
課
題
等

合
　
　
計

遠　野 13件 2件 4件 19件

綾　織 10件 7件 17件

小　友 9件 3件 12件

附馬牛 10件 4件 14件

松　崎 7件 3件 7件 17件

土　淵 6件 3件 3件 5件 17件

青　笹 7件 10件 17件

上　郷 3件 3件 6件 12件

宮　守 7件 8件 15件

達曽部 2件 2件 8件 12件

鱒　沢 18件 5件 23件

合計 92件 3件 13件 67件 175件

市民と議会との懇談会 ６ 月 定 例 会
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〔
調
査
日
〕

　

令
和
元
年
５
月
20
日

〔
参
加
議
員
〕

　

17
名

◆
道
の
駅「
遠
野
風
の
丘
」

機
能
充
実
整
備
計
画
の
進

捗
状
況
を
調
査

　

環
境
整
備
部
か
ら
進
捗

状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
後
、
現
地
を
確
認
し

た
。

　

駐
車
場
の
一
部
は
完
成

し
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、

国
道
２
８
３
号
か
ら
の
入

退
出
路
の
完
成
に
は
時
間

が
か
か
り
そ
う
で
あ
る
。

建
物
の
改
修
工
事
に
つ
い

て
は
、
本
年
９
月
ご
ろ
設

計
書
が
完
成
し
、
説
明
を

受
け
る
予
定
。
充
実
し
た

店
舗
と
安
定
し
た
駐
車
台

数
の
確
保
が
、
今
後
の
課

題
と
感
じ
ら
れ
た
。

◆
遠
野
み
ら
い
創
り
カ
レ

ッ
ジ
食
育
カ
フ
ェ
「
ス
ク

オ
ー
ラ   

カ
フ
ェ
テ
リ
ア   

ア
ダ
ー
ジ
オ
」
を
調
査

　

今
回
の
改
修
整
備
に
よ

り
、
食
育
を
支
援
す
る
ガ

ー
デ
ン
カ
フ
ェ
機
能
と
製

品
加
工
販
売
支
援
機
能
が

新
た
に
加
わ
り
、
地
域
の

価
値
の
創
造
・
向
上
の
一

端
を
担
う
。
収
支
計
画
で

は
、
令
和
2
年
度
か
ら
カ

フ
ェ
事
業
単
独
で
の
黒
字

化
を
目
指
す
と
の
こ
と
。

　

土
淵
地
区
に
新
た
な
憩

い
の
場
が
で
き
、
伝
承
園

や
水
光
園
と
の
大
き
な
相

乗
効
果
も
期
待
さ
れ
る
。

〔
研
修
日
〕

　

令
和
元
年

 

５
月
９
・
10
日

〔
参
加
議
員
〕

　

佐
々
木　

恵
美
子

　

菊
池　

巳
喜
男

　

照
井　

文
雄

　

荒
川　

栄
悦　

　

佐
々
木　

大
三
郎

住
民
と
議
会
・
行
政
に
よ

る
旧ふ

る

く
て
新
し
い
自
治
体

の
創
設
を
め
ざ
し
て

　
「
新
時
代
到
来
！
地
方

は
ど
う
生
き
残
る
か
」
を

テ
ー
マ
に
、
地
方
自
治
体

と
議
会
に
警
鐘
を
鳴
ら
す

研
修
で
あ
っ
た
。

　

な
か
で
も
、
参
考
に
な

っ
た
の
は
穂
坂
邦
夫
氏
の

基
調
講
演
で
あ
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
国
家
財

政
の
悪
化
、
少
子
高
齢
化

に
伴
う
社
会
福
祉
費
の

増
、
税
収
減
な
ど
は
地
方

財
政
へ
の
影
響
が
大
き

く
、
地
方
は
自
立
し
た
自

治
体
運
営
に
転
換
す
る
た

め
、
自
立
へ
の
シ
ナ
リ
オ

づ
く
り
が
す
ぐ
に
も
必
要

と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

　

市
民
参
加
型
の
協
働
の

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
可
能

に
す
る
た
め
、
自
治
体
の

徹
底
し
た
情
報
開
示
と
住

民
へ
の
理
解
促
進
が
重
要

と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

行
政
と
議
会
の
役
割
を

再
認
識
し
、
議
会
は
議
決

す
る
権
利
を
し
っ
か
り
発

揮
す
べ
き
と
強
く
示
さ
れ

た
。

市政調査会

議 員 有 志
第11回日本自治創造
学会研究大会に参加

学んで行動する議会へ
　議員の調査研究活動のために交付される「政務活動費」を下記のとおり公表します。交付額は 1 人に
つき 25,000 円（月額 5,000 円）で、執行率は 87％でした。

●支出費目別内訳�

「政務活動費」は、議員の調査研究、研修や市政の課題及び市民の意思を把握し、市政に反映させる活動に充て
られます。なお、残額 60,232 円については、遠野市の歳入に返還しました。

� （単位：円）

議 員 氏 名 交 付 額 調 査
研 究 費 研 修 費 資 料

作 成 費
資 料
購 入 費 支出合計 政務活動費

分 執 行 額 執 行 率

小 松 正 真 25,000 3,490 24,086 27,576 25,000 100％
佐々木恵美子 25,000 14,211 14,211 14,211 57％
菊 池 浩 士 25,000 11,117 4,320 8,500 23,937 23,937 96％
佐 々 木 敦 緒 25,000 14,211 16,707 30,918 25,000 100％
佐 々 木 僚 平 25,000 0 0 0％
小 林 立 栄 25,000 14,211 2,600 3,501 5,832 26,144 25,000 100％
菊 池 美 也 25,000 16,518 3,600 939 5,820 26,877 25,000 100％
萩 野 幸 弘 25,000 29,860 29,860 25,000 100％
瀧 本 孝 一 25,000 29,900 31,633 61,533 25,000 100％
多 田　 勉 25,000 25,893 1,202 27,095 25,000 100％
菊 池 由 紀 夫 25,000 15,638 13,115 28,753 25,000 100％
菊 池 巳 喜 男 25,000 14,211 2,322 8,500 25,033 25,000 100％
照 井 文 雄 25,000 1,620 1,620 1,620 6％
荒 川 栄 悦 25,000 14,211 31,540 45,751 25,000 100％
安 部 重 幸 25,000 25,893 25,893 25,000 100％
新 田 勝 見 25,000 25,893 25,893 25,000 100％
佐々木大三郎 25,000 14,211 10,575 8,100 32,886 25,000 100％
浅 沼 幸 雄 25,000 14,211 29,656 43,867 25,000 100％

合　計 450,000 208,281 97,500 64,203 127,863 497,847 389,768 87%
※広報費、広聴費の支出はありませんでした。
※１人当たり交付額 25,000 円を超える支出については自己負担です。

政務活動費を公表します
【平成30年度政務活動費執行状況（平成30年11月～平成31年３月）】

シェイクアウト訓練を議場で実施
　議会定例会中の６月 18 日（火）午前 10 時、全国瞬
時警報システム（Jアラート）を活用した緊急地震速報
シェイクアウト訓練に参加しました。
　シェイクアウト訓練とは、地震の際の安全確保行動

「まず低く、頭を守り、動かない」を身につける訓練です。
　地震は、いつ、どこで遭遇するかわかりません。地
震から身を守るための３つの安全行動を日頃から確認
することが大切です。

６月30日にオープンされた食育カフェの様子

「遠野風の丘」駐車場完成イメージ図

調査報告・研修報告 政 務 活 動 費 の 公 表
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う
。
今
回
対
象
に
な
ら
な

い
昭
和
37
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
47
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
男
性
で
も
申
し
出

に
よ
り
、
無
料
ク
ー
ポ
ン

を
発
行
す
る
。

　

ま
た
、
対
象
者
以
外
の

男
性
や
女
性
に
は
、
昨
年

か
ら
市
独
自
で
予
防
接
種

費
用
の
半
額
を
助
成
す
る

制
度
が
あ
る
の
で
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

新
た
な
移
住
策

問　
地
方
創
生
移
住
支
援

事
業
費
の
内
容
は
。

答　
東
京
圏
か
ら
移
住
し

た
場
合
一
世
帯
に
つ
き
１

０
０
万
円
、
単
身
の
場
合

60
万
円
を
補
助
す
る
。
今

回
の
予
算
は
、
世
帯
移
住

１
件
、単
身
移
住
２
件
で
、

合
計
２
２
０
万
円
を
見
込

ん
で
い
る
。

問　
東
京
圏
に
限
る
理
由

は
。

答　
一
極
集
中
を
な
く
す

た
め
の
国
と
県
と
共
同
で

実
施
す
る
事
業
で
あ
り
、

市
と
し
て
は
有
効
に
活
用

し
て
い
き
た
い
。

問　
現
時
点
で
の
見
込
み

は
。

答　
見
込
み
は
無
い
が
、

こ
れ
ま
で
家
賃
助
成
に
よ

り
東
北
地
区
か
ら
３
世
帯

の
移
住
が
あ
っ
た
。
今
回

は
東
京
圏
か
ら
の
移
住
を

期
待
し
て
い
る
。
対
象
者

が
多
い
場
合
は
、
県
と
協

議
す
る
。

問　
職
種
に
つ
い
て
の
制

限
は
。

答　
県
が
選
定
し
た
中
小

企
業
等
へ
の
就
業
、
起
業

支
援
金
の
交
付
決
定
を
受

け
た
方
が
対
象
で
あ
る
。

公
務
員
、
大
企
業
は
除
外

さ
れ
る
。

小
中
学
校
エ
ア
コ
ン
設

置
は
年
度
内
に

問　
設
計
業
務
委
託
は
当

初
予
算
に
計
上
で
き
な
か

っ
た
の
か
。

答　
市
独
自
で
設
計
す
る

予
定
で
あ
っ
た
が
、
学
校

ご
と
に
校
舎
の
構
造
も
異

な
り
、
教
室
ご
と
に
専
門

的
な
熱
負
荷
計
算
を
行
う

必
要
も
あ
る
。
快
適
な
学

校
環
境
を
整
備
す
る
た
め

委
託
が
必
要
と
判
断
し
た
。

問　
設
置
時
期
は
。

答　
年
度
内
に
完
了
す
る

予
定
で
あ
る
。

問　
今
年
の
暑
さ
対
策
は
。

答　
扇
風
機
の
利
用
、
健

康
管
理
や
水
分
補
給
の
指

導
、
風
通
し
の
良
い
場
所

で
の
授
業
等
、
昨
年
に
引

き
続
き
児
童
生
徒
の
安

全
、
快
適
な
学
習
環
境
に

取
り
組
む
。

市
民
サ
ッ
カ
ー
場
Ｂ
面
も

人
工
芝
へ

問　
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
会
場

整
備
事
業
費
（
２
億
７
千

５
０
０
万
円
）の
内
容
は
。

答　
Ｊ
Ｆ
Ａ
や
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ

の
助
成
金
（
４
６
５
０
万

円
）
も
活
用
し
て
Ｂ
面
も

人
工
芝
に
す
る
。

問　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用

は
年
間
い
く
ら
か
。ま
た
、

張
替
に
は
い
く
ら
か
か
る

の
か
。

答　
現
在
Ａ
面
は
、
年
間

30
万
か
ら
50
万
円
か
か
っ

て
い
る
。
人
工
芝
の
耐
用

年
数
は
10
年
、
そ
の
張
替

に
は
１
億
円
程
度
見
込
ま

れ
る
。

問　
人
工
芝
化
に
よ
る
経

済
波
及
効
果
は
。

答　
今
現
在
、
年
間
２
億

円
以
上
の
経
済
効
果
が
試

算
さ
れ
て
い
る
。整
備
後
、

そ
れ
以
上
が
期
待
で
き

る
。
ま
た
、
大
学
の
合
宿

の
誘
致
が
決
ま
っ
て
お

り
、
１
千
万
円
以
上
の
効

果
が
見
込
ま
れ
る
。
交
流

人
口
を
増
や
す
努
力
を
し

て
い
く
。

問　
夜
間
照
明
の
改
修
が

必
要
で
は
。

答　
Ａ
面
夜
間
照
明
も
36

年
が
経
過
し
、
経
年
劣
化

に
よ
る
改
修
が
必
要
と
な

っ
て
く
る
の
で
、Ｂ
面
と
あ

わ
せ
総
合
的
に
検
討
す
る
。

予
算
等
審
査

特
別
委
員
会

　
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会
（
議
長
を
除
く
17
人
の
議
員
で

構
成
、委
員
長
多
田
勉
議
員
、副
委
員
長
照
井
文
雄
議
員
）は
、

条
例
８
件
、
予
算
２
件
、
そ
の
他
２
件
に
つ
い
て
付
託
さ
れ
、

審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
委
員
会
で
は
、
今
後
の
施
策
全
般
に
わ
た
り
活
発
な
質

疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
12
議
案
が
原

案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

誰
も
が
集
え
る
居
場
所

問　
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
推
進
事
業
費
補
助
金

の
内
容
は
。

答　
誰
で
も
気
軽
に
集
え

る
「
子
ど
も
食
堂
」
の
運

営
を
支
え
る
た
め
、
活
動

団
体
に
補
助
金
を
交
付
す

る
。
人
件
費
や
食
材
を
除

く
経
費
の
う
ち
、
新
規
開

設
で
50
万
円
、
機
能
強
化

で
30
万
円
を
上
限
に
補
助

を
す
る
。

問　
活
動
の
状
況
は
。

答　
現
在
は
、
遠
野
町
と

松
崎
町
の
２
か
所
。
子
ど

も
達
が
手
作
り
の
温
か
い

ご
飯
を
食
べ
ら
れ
る
だ
け

で
な
く
、宿
題
を
し
た
り
、

遊
ん
だ
り
、
保
護
者
や
高

齢
者
の
交
流
の
場
に
も
な

っ
て
い
る
。
地
域
の
ニ
ー

ズ
や
運
営
者
に
よ
っ
て
ス

タ
イ
ル
は
異
な
る
が
、
み

ん
な
が
安
心
し
て
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
居
場
所
の

ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど

も
が
多
い
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
が
、
こ
の
民
間
主

体
の
取
り
組
み
を
市
内
の

全
域
に
広
げ
て
い
き
た
い
。

風
し
ん
か
ら
大
切
な
人

を
守
ろ
う

問　
風
し
ん
の
抗
体
検
査

と
予
防
接
種
を
促
す
目
的

は
。

答　
こ
れ
ま
で
定
期
予
防

接
種
を
受
け
る
機
会
が
な

か
っ
た
40
代
か
ら
50
代
の

男
性
を
中
心
に
、
風
し
ん

患
者
が
増
加
し
て
い
る
。

感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に

本
年
度
は
昭
和
47
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
54
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男

性
１
０
７
０
人
ほ
ど
を
対

象
に
、
風
し
ん
の
抗
体
検

査
と
予
防
接
種
を
原
則
無

料
で
実
施
す
る
。

問　
風
し
ん
感
染
で
心
配

さ
れ
る
こ
と
は
。

答　
妊
娠
中
の
女
性
が
感

染
す
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
が

※
先
天
性
風
し
ん
症
候
群

に
な
る
可
能
性
が
高
く
な

る
。

※�

妊
娠
初
期
に
感
染
す
る
と
、

生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
が

先
天
性
心
疾
患
、
白
内
障
、

難
聴
を
特
徴
と
す
る
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
を
も
っ
て
生

ま
れ
て
く
る
可
能
性
が
高
く

な
る
。

問　
多
く
の
方
に
検
査
を

受
け
さ
せ
る
取
り
組
み
は
。

答　
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を

配
布
す
る
。
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
周
知
を
行

条
例
一
部
改
正

医
療
費
の
現
物
給
付
を

小
学
生
ま
で
拡
大

問　
病
院
等
で
の
支
払
い

が
ど
う
変
わ
る
の
か
。

答　
こ
れ
ま
で
は
、
小
学

生
が
受
診
し
た
場
合
、
窓

口
に
受
給
者
証
と
助
成
給

付
申
請
書
を
提
出
し
、
２

か
月
後
に
自
己
負
担
額
を

超
え
た
医
療
費
が
給
付
さ

れ
て
い
た
。

　

条
例
改
正
に
よ
り
、
８

月
以
降
は
県
内
の
病
院
等

で
あ
れ
ば
、
受
給
者
証
の

提
示
の
み
で
自
己
負
担
額

ま
で
の
支
払
い
と
な
る
。

　

こ
れ
は
、
現
行
の
未
就

学
児
、
妊
産
婦
に
加
え
、

小
学
生
ま
で
拡
大
す
る
も

の
で
あ
る
。

問　
こ
の
改
正
で
期
待
さ

れ
る
こ
と
は
。

答　
窓
口
で
の
一
時
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
ほ
か
、
病

院
へ
の
か
か
り
や
す
さ
か

ら
早
期
治
療
に
よ
り
、
重

症
化
・
慢
性
化
を
抑
制
す

る
効
果
が
期
待
で
き
る
。

６月 22日オープンのわいわい食堂（青笹わいわい館かだるべ）

東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け
た
事
前
合
宿
で

汗
を
流
す
ブ
ラ
ジ
ル
代
表
チ
ー
ム

予算等審査特別委員会予算等審査特別委員会
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無料アプリ「マチイロ」で、『遠野議会だより』を配
信しています。「マチイロ」を使うとスマホやタブレ
ットで手軽に『遠野議会だより』を
読むことができます。ダウンロード
は無料です。他市町村の議会だより
や広報を読むこともできます。ぜひ
お試しください。

市
道
の
改
良
及
び
補
修
工
事
の
促
進
は

市
長･･･

市
民
の
要
望
に
応
え
る
よ
う
財
源
確
保
を
図
る

旧遠野高等学校情報ビジネス校跡地の活用見込みは
市長 ･･･ 利活用検討チームを立ち上げる

問�

　

下
宮
守
才
ノ
神
地
区

「
市
道
妻
の
神
線
」
の
一

部
は
、
日
陰
の
た
め
路
面

凍
結
の
期
間
が
長
く
、
カ

ー
ブ
も
き
つ
い
。
法
面
の

モ
ル
タ
ル
吹
付
が
劣
化
し

て
い
る
た
め
落
石
も
心
配

さ
れ
る
。

　

ま
た
、附
馬
牛
町
の「
桑

原
大
出
線
」
は
、
道
路
は

２
車
線
な
の
に
大
出
橋
が

１
車
線
と
狭
く
、
親
柱
に

衝
突
の
危
険
性
が
あ
る
。

　

早
急
に
整
備
が
必
要
と

思
う
が
。

答
（
市
長
）�

　

指
摘
の
道
路
や
橋
の
危

険
性
は
認
識
し
て
い
る
。

交
通
に
支
障
を
来
す
こ
と

の
な
い
よ
う
対
応
を
し
て

い
き
た
い
。

問�

　

市
道
妻
の
神
線
の
急
カ

ー
ブ
の
個
所
は
、
ト
ン
ネ

ル
か
掘
割
、
ま
た
は
達
曽

部
川
と
道
路
を
右
岸
側
に

シ
フ
ト
す
れ
ば
安
全
を
確

保
で
き
る
。
さ
ら
に
桑
原

大
出
線
「
大
出
橋
」
は
早

池
峰
神
社
の
観
光
を
考
慮

し
、
欄
干
に
細
工
を
施
し

た
橋
の
架
け
替
え
を
す
る

な
ど
道
路
改
良
及
び
補
修

の
促
進
が
喫
緊
の
課
題
と

思
う
が
。

答
（
市
長
）�

　

道
路
改
良
が
必
要
な
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
。
市

民
の
要
望
に
応
え
る
た
め

に
、
自
主
財
源
で
の
整
備

に
は
限
り
が
あ
る
の
で
、

財
源
確
保
に
向
け
各
種
の

同
盟
会
に
加
入
し
、
国
の

交
付
金
等
を
活
用
し
な
が

ら
、
改
良
や
補
修
工
事
の

促
進
を
図
る
考
え
で
あ
る
。

問�

　

Ｉ
Ｔ
分
野
進
出
の
先
駆

け
や
ス
ポ
ー
ツ
面
で
の
活

躍
も
光
彩
を
放
っ
た
旧
遠

野
高
等
学
校
情
報
ビ
ジ
ネ

ス
校
が
閉
校
し
て
９
年
が

過
ぎ
た
。
現
時
点
で
の
利

活
用
計
画
と
進
捗
状
況

は
。答

（
市
長
）�

　

平
成
25
年
度
に
、
同
校

跡
地
利
活
用
担
当
を
配
置

し
て
「
交
通
刑
務
所
の
誘

致
」
な
ど
を
検
討
し
た
経

緯
が
あ
る
。

問�
　

体
育
館
を
ま
ず
県
か
ら

無
償
譲
渡
を
受
け
、
屋
内

運
動
場
と
し
て
市
民
に
提

供
し
て
は
ど
う
か
。ま
た
、

校
舎
は
若
者
が
入
居
し
た

く
な
る
市
営
住
宅
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
て
貸
し
出
し

し
て
は
。

答
（
市
長
）�

　

総
合
支
所
に
利
活
用
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
検
討
を
加
速
す

る
。
提
案
は
し
っ
か
り
と

承
る
。

佐々木 敦緒   議員

一問一答方式

市 民 の声   このコーナーでは、市民のみなさまから議会に寄せられたご意見等の一部をご紹介します。
（文章は、原文のままですが、長い場合は抜粋して掲載しています。）

毎号、議会だよりを拝見しています。今年は、雪解けも進み、
桜の吹く季節！そう春です。私も４月から仕事を頑張ってい
ます。議会の皆さんも、気温差がありますので、体に気を付
けて、仕事を頑張ってください。� （早瀬町、48歳、女性）

議会だより№57を読んで大変難しい問答が
ありました。一般市民に解りやすい言葉、漢
字を使ってくださることを提案します。よろし
くお願い申し上げます。�（東舘町、89歳、女性）

平成（御苦労さまでした）令和（これからもよろしく）と元号は変わりますけど、
市民の皆さんが納得するような議会にし、身近に感じるような皆さんの活躍を
期待しています。がんばってください。� （穀町、67歳、男性）

落石の危険性があり、改良工事が
待たれる市道「妻の神線」

閉校から９年
利活用をじっと待つ旧情報ビジネス校校舎

市
議
会
っ
て
何
だ
ろ
う

市
議
会
っ
て
何
だ
ろ
う

　
議
会
だ
よ
り
は
年
４
回
の
定
例
会
ご
と
に
発
行
し
て

い
る
「
議
会
の
広
報
紙
」
で
す
。
定
例
会
終
了
後
か
ら

発
行
ま
で
１
か
月
ほ
ど
か
け
編
集
し
、
審
議
経
過
や
議

会
活
動
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
編
集
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

「
議
会
だ
よ
り
」
は
ど
う
で
き
る
？

第１回委員会
　●�編集方針や紙面構成、記事の担当を決めます。

第２回委員会
　●�初稿の校正をします。事実関係を調べたり、
わかりやすくなるよう読みあわせを行います。

第３回委員会
　●編集責任者の議長を交えて、最終校正をします。

委員会、一般質問の原稿と
写真をとりまとめ入稿

発行　区長配布で皆さんのご自宅へ

議会だよりの発行にあ
わせ、クイズの答えと
一緒に「市民の声」を
お待ちしております。
皆様のお考えや思いを
お聞かせくださいね。

遠野市議会
公式 Facebookを開設しました！

遠野議会だよりは、スマホや
タブレットでもご覧いただけます！

シリーズVol.2

議会の活動をより多くのみなさまに知っていた
だくために、「公式 Facebook」を開設いたし
ました。ぜひ、
ご覧ください。

運用方針Facebook

市政を問う（文責本人） 市議会って何だろう・市民の声
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問�

　

平
成
30
年
度
末
の
時
点

で
累
積
５
千
万
円
の
赤
字

を
計
上
し
、
７
１
０
０
万

円
あ
っ
た
出
資
金
の
残
高

は
２
千
万
円
程
度
し
か
残

っ
て
い
な
い
と
聞
い
て
い

る
。
遠
野
ふ
る
さ
と
公
社

の
最
高
責
任
者
の
理
事
長

で
も
あ
る
市
長
か
ら
の
説

明
を
求
め
る
。

答
（
市
長
）�

　

ふ
る
さ
と
公
社
の
理
事

長
と
い
う
立
場
で
は
あ
る

が
、
一
方
で
市
長
と
い
う

立
場
で
ふ
る
さ
と
公
社
の

経
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
。
指
定
管
理
料
を
含
む

収
支
は
１
１
１
７
万
円
の

赤
字
と
な
っ
た
。
観
光
客

が
減
っ
た
こ
と
が
主
要
因

と
考
え
て
い
る
。

問�

　

債
務
超
過
の
可
能
性
は

あ
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

コ
メ
ン
ト
は
差
し
控
え

る
。

問�

　

私
は
債
務
超
過
の
可
能

性
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。
債
務
超
過
し
て
し
ま

え
ば
す
べ
て
が
水
の
泡
に

な
っ
て
し
ま
う
。
平
成
30

年
度
の
残
念
な
実
績
を
受

け
て
の
お
気
持
ち
は
。

答
（
市
長
）�

　

心
配
さ
れ
る
債
務
超
過

の
危
険
を
回
避
す
る
た

め
、
経
営
体
制
を
一
新
し

て
経
営
改
善
に
全
力
を
尽

く
し
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
る
。

問�

　

風
の
丘
20
周
年
記
念
事

業
は
１
６
０
０
万
円
と
い

う
巨
額
を
投
じ
た
事
業
だ

っ
た
が
利
益
が
３
０
０
万

円
ほ
ど
し
か
上
が
っ
て
い

な
い
。
売
上
増
加
６
５
０

万
円
と
い
う
の
は
成
果
で

は
な
く
遠
野
市
全
体
と
し

て
赤
字
を
増
や
し
た
だ
け

で
は
な
い
か
。
市
長
の
考

え
は
。

答
（
市
長
）�

　

収
支
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
真
摯
に
受
け
止
め
な

く
て
は
い
け
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
数
字
に
は
表
れ

な
い
産
業
振
興
・
経
済
活

性
化
等
の
効
果
が
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

問�

　

平
成
27
年
度
作
成
の
経

営
改
革
３
か
年
計
画
の
検

証
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
伺
う
。

答
（
市
長
）�

　

目
標
と
し
て
い
る
収
益

に
は
届
か
な
か
っ
た
。
計

画
に
甘
さ
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
は
理
事
長
と
し
て

認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

問�
　

経
営
改
革
３
か
年
計
画

の
総
括
の
中
に
、
常
勤
の

経
営
者
ま
た
は
執
行
責
任

者
に
よ
る
経
営
体
制
の
構

築
が
必
要
と
あ
る
。
現
在

常
勤
の
常
務
理
事
が
い
る

が
、
経
営
陣
の
集
ま
り
の

理
事
会
の
中
で
筆
頭
と
思

わ
れ
る
常
務
理
事
は
経
営

者
で
は
な
い
の
か
。

答
（
市
長
）�

　

質
問
の
と
お
り
で
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

（
一
社
）遠
野
ふ
る
さ
と
公
社 

経
営
改
善
に
つ
い
て

市
長･･･

債
務
超
過
を
回
避
す
る
た
め
経
営
改
善
を
急
ぐ

小松 正真  議員

一問一答方式

問�

　

日
本
国
憲
法
に
個
人
の

尊
重
と
法
の
下
の
平
等
が

う
た
わ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
性
別
や
年
齢
な
ど
の

違
い
は
「
人
権
」「
個
性
」

と
し
て
十
分
に
尊
重
さ
れ

て
い
る
だ
ろ
う
か
。
遠
野

の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
分

析
し
て
い
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

女
性
活
躍
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
活
発

化
し
て
い
な
い
。
働
き
方

改
革
や
子
育
て
な
ど
、
社

会
情
勢
の
変
化
を
的
確
に

把
握
し
、
固
定
概
念
に
捉

わ
れ
な
い
柔
軟
な
視
点
を

持
っ
て
、
個
性
や
能
力
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問�

　

こ
れ
ま
で
の
男
女
の
平

等
は
、「
男
性
の
立
場
か

ら
見
た
平
等
」
の
価
値
観

が
強
す
ぎ
た
の
で
は
。「
女

性
向
き
の
平
等
」
と
い
う

捉
え
方
も
あ
る
は
ず
。
今

後
の
方
向
性
を
伺
う
。

答
（
市
長
）�

　

女
性
活
躍
は
、
地
域
活

性
化
の
た
め
に
乗
り
越
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
。
新
た
な
男
女
共
同
参

画
社
会
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

年
齢
や
性
差
、
障
が
い
の

有
り
無
し
な
ど
、
お
互
い

を
尊
重
す
る
視
点
を
大
切

に
し
な
が
ら
「
と
も
に
育

も
う
・
お
も
い
や
り
と
・

の
う
り
ょ
く
が
活
き
る
ま

ち
」
を
目
指
す
。
地
道
な

広
報
・
啓
発
活
動
が
大
事

で
あ
る
。

問�

　

電
力
会
社
と
の
契
約
の

内
容
は
。
年
間
電
気
使
用

料
は
い
く
ら
か
。

答
（
市
長
）�

　

市
が
電
気
需
給
契
約
を

締
結
し
て
い
る
の
は
、
一

般
電
気
事
業
者
の
１
社
。

　

平
成
30
年
度
の
街
灯
や

防
災
行
政
無
線
な
ど
の
設

備
を
含
め
た
電
気
料
金

は
、
約
２
億
２
８
０
０
万

円
で
あ
っ
た
。

問�

　

有
利
な
情
報
に
つ
い
て

果
敢
に
検
討
を
す
す
め
る

べ
き
。
新
電
力
を
導
入
す

る
考
え
は
。

答
（
市
長
）�

　

エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
よ

り
、
各
学
校
施
設
で
は
電

力
使
用
量
の
増
加
が
予
想

さ
れ
る
。
遠
野
中
学
校
で

新
電
力
に
切
り
替
え
た
場

合
に
、
年
間
約
30
万
円
の

削
減
が
期
待
で
き
る
と
の

試
算
が
あ
る
。
ほ
か
の
施

設
に
つ
い
て
も
比
較
検
討

の
う
え
、
導
入
を
判
断
し

て
い
く
。

菊池 美也  議員

人
権
の
尊
重
と
多
様
性
の
受
容
は
、地
方
創
生
の
核

市
長･･･ 

意
識
づ
け
が
出
来
て
い
な
い

電力小売事業の自由化
歳出削減の可能性

市長･･･各施設で試算し
　　　  判断する

一問一答方式

その他の質問

◦�「遠野市における部活
動の在り方に関する
方針」について

盛岡市中心部の百貨店にある店舗

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）
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問�

　

少
子
化
対
策
の
展
望
は
。

答
（
市
長
）�

　

わ
ら
す
っ
こ
条
例
制
定

か
ら
10
年
と
な
る
。
経
済

的
負
担
の
軽
減
、
育
児
と

仕
事
の
両
立
、雇
用
の
場
、

子
育
て
環
境
の
充
実
な
ど

子
育
て
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

た
条
例
改
正
を
、
議
論
を

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問�

　

就
職
氷
河
期
世
代
へ
の

サ
ポ
ー
ト
支
援
を
。

答
（
市
長
）�

　

産
業
部
と
健
康
福
祉

部
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
地

域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
遠
野
職
業
訓
練

協
会
等
と
連
携
し
、
個
人

の
ケ
ー
ス
に
あ
っ
た
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
行
い
た

い
。問�

　

テ
レ
ワ
ー
ク
の
ビ
ジ
ネ

ス
利
用
の
促
進
、
関
係
人

口
の
創
出
・
拡
大
策
と
し

て
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
受

け
入
れ
推
進
を
。

答
（
市
長
）�

　

成
果
を
踏
ま
え
、
モ
デ

ル
的
な
取
り
組
み
を
発
信

で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

問�

　

馬
の
積
極
的
な
活
用

を
。答

（
市
長
）�

　

積
極
的
に
活
用
し
た

い
。
ホ
ー
ス
パ
ー
ク
馬
の

高
齢
化
も
進
ん
で
い
く
。

ス
タ
ッ
フ
の
や
る
気
、
充

実
感
の
あ
る
職
場
環
境

等
、
望
ま
し
い
在
り
方
を

つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。問�

　

農
林
水
産
物
・
加
工
品

の
海
外
展
開
と
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
継
続
し
た
推
進
を
。

答
（
市
長
）�

　

海
外
と
の
取
引
販
売
が

目
標
を
上
回
っ
た
。
市
内

民
間
企
業
が
主
体
の
広
域

的
な
輸
出
協
議
会
へ
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
・
連
携
を
図

り
、継
続
し
て
取
り
組
む
。

ま
た
遠
野
市
教
育
文
化
振

興
財
団
と
連
携
を
図
り
、

遠
野
市
観
光
推
進
協
議
会

に
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
入

部
会
」
を
立
ち
上
げ
、
態

勢
を
強
化
し
た
い
。

問�

　

地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

次
期
総
合
戦
略
に
位
置
付

け
る
等
、
未
来
志
向
の
総

合
戦
略
を
。

答
（
市
長
）�

　

地
域
資
源
を
活
か
し
、

地
域
課
題
に
対
応
し
、
未

来
志
向
の
中
か
ら
戦
略
を

打
ち
立
て
て
い
く
。

※�

就
職
氷
河
期
世
代
と
は

　

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
不

況
期
（
企
業
が
新
卒
の
採
用
を

抑
制
し
た
時
期
）
に
、
就
職
活

動
を
経
験
し
た
世
代
。
お
よ
そ�

１
９
７
０
年
代
生
ま
れ
の
人
。

※
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は

　
働
き
な
が
ら
休
暇
を
取
る
こ

と
。
ワ
ー
ク
と
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
。

※
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は

　
世
界
共
通
の
指
標
で
あ
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
課
題
の
見
え
る
化
、

課
題
解
決
に
向
け
た
体
制
作

り
、
地
域
間
の
広
域
連
携
を
図

り
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

と
地
域
の
活
性
化
を
通
じ
た
地

方
創
生
を
実
現
し
て
い
く
。

問�

　

市
民
協
働
、
国
際
交
流

を
深
め
る
取
り
組
み
に
。

答
（
市
長
）�

　

遠
野
文
化
研
究
セ
ン
タ

ー
運
営
委
員
会
等
が
中
心

と
な
り
検
討
し
て
い
る
。

国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、

遠
野
物
語
を
絡
め
な
が
ら

世
界
に
魅
力
を
発
信
す
る
。

地
方
創
生
の
継
続
的
で
大
胆
な
実
行
を

市
長･･･

総
合
戦
略
を
検
証
し
次
期
戦
略
に

　
　
　
　
挑
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

遠野物語発刊110年に向けた
取り組みを

教育長 ･･･ 郷土の学びを深める
　　　　機会につなげたい

小林 立栄  議員

一問一答方式

問�

　

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
事
業

の
現
状
と
課
題
は
。

答
（
市
長
）�

　

社
会
福
祉
法
人
に
運
営

を
委
託
し
９
部
屋
10
名
の

受
け
入
れ
が
可
能
で
あ

る
。

　

昨
年
度
は
17
名
の
利
用

者
が
あ
っ
た
。
冬
期
間
に

お
い
て
、
自
力
で
の
生
活

に
不
安
を
抱
え
て
い
る
方

は
少
な
く
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。
受
け
入
れ
人
数

に
限
界
が
あ
り
、
市
内
の

遊
休
施
設
等
を
宿
泊
利
用

す
る
方
法
も
考
え
ら
れ
る

が
課
題
は
多
い
。

問�

　

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
の
部

屋
数
を
増
や
す
考
え
は
。

答
（
市
長
）�

　

社
会
福
祉
協
議
会
、
民

生
児
童
委
員
と
も
連
携
し

な
が
ら
、
小
さ
な
拠
点
の

考
え
方
の
中
で
、
受
け
皿

を
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
認
識
で
あ
る
。

問�

　
※
生
活
ニ
ー
ズ
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
ま
で
の
体
制
づ

く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
市
長
）�

　

日
常
生
活
上
の
困
り
ご

と
と
な
る
買
い
物
、
ゴ
ミ

出
し
、
見
守
り
な
ど
の
支

援
を
指
し
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
行
政
に
よ
る

支
援
（
公
助
）
や
既
存
の

民
間
事
業
者
に
よ
る
支
援

に
も
限
界
が
あ
る
こ
と
が

現
状
で
あ
る
。

問�

　

生
活
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
材
育
成
を
ど
う
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

答
（
市
長
）�

　

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

担
い
手
で
あ
り
、
地
域
の

特
性
に
応
じ
住
民
の
方
々

が
共
助
の
意
識
を
持
っ
て

担
う
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
。

問�

　

地
域
課
題
の
問
題
提
起

と
課
題
解
決
策
の
提
案
を

す
る
協
議
体
と
は
ど
う
い

う
も
の
か
。

答
（
市
長
）�

　

市
内
６
カ
所
の
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
配
置
し
各
地
域
の
高
齢

者
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
サ

ー
ビ
ス
の
創
出
や
提
供
に

繋
げ
る
た
め
に
活
動
し
て

い
る
。
地
域
な
ら
で
は
の

支
え
合
う
仕
組
み
を
市
内

全
域
に
わ
た
る
「
小
さ
な

拠
点
」
単
位
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
作
り
か
ら
推
進
し
て

い
く
。

※
生
活
ニ
ー
ズ
と
は
。

　
「
安
心
」
を
基
盤
に
、
高
齢

者
の
生
活
の
営
み
に
必
要
な
こ

と
。

佐々木 恵美子 議員

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
を
増
や
す
考
え
は

市
長･･･

受
け
皿
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
認
識

一括質問方式

生活ニーズサービスの提供は
市長 ･･･ 公助や既存の民間事業所による支援にも限界がある現状

遠野スタイル創造・発展総合
戦略が最終年。これまで、そ
して、これから。

遠野スタイル
創造・発展総合戦略
まち・ひと・しごと創生総合戦略

遠野スタイル
創造・発展総合戦略
まち・ひと・しごと創生総合戦略

─ 永遠の日本のふるさと遠野 ─
平成27年11月
岩手県遠野市

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）
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問�

　

市
村
合
併
後
10
年
間

で
、
児
童
生
徒
数
が
約
半

分
と
な
り
、
否
応
な
し
に

２
個
学
年
で
、
小
学
校
16

名
、
中
学
校
で
８
名
以
下

に
な
れ
ば
複
式
学
級
の
編

成
と
な
る
。
市
内
小
学
校

に
お
い
て
小
友
、
附
馬
牛

が
２
ク
ラ
ス
、
上
郷
、
達

曽
部
が
１
ク
ラ
ス
、
鱒
沢

が
３
ク
ラ
ス
、
全
部
で
９

ク
ラ
ス
が
、
複
式
に
な
っ

て
い
る
。

　

学
級
編
成
の
仕
組
み

は
、
原
則
と
し
て
同
学
年

の
児
童
で
編
成
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
児
童
が

少
な
い
か
ら
仕
方
な
い
と

思
え
ば
そ
う
だ
が
、
複
式

学
級
を
な
く
す
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

答
（
教
育
長
）�

　

複
式
学
級
と
は
、
複
数

の
学
年
を
一
人
の
担
任
が

受
け
持
つ
学
級
で
あ
り
、

こ
れ
に
新
た
な
教
員
を
加

え
て
単
式
化
で
き
れ
ば
、

児
童
一
人
当
た
り
の
教
師

の
人
数
が
増
え
、
そ
の
分

教
育
効
果
が
上
が
る
。

　

複
式
学
級
を
解
消
す
る

た
め
に
、
教
員
を
増
や
す

と
い
う
こ
と
が
１
つ
の
方

策
で
あ
る
。
市
町
村
が
教

職
員
を
採
用
で
き
る
制
度

が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
が
、
教
育
水
準
を
維

持
で
き
る
資
質
能
力
を
備

え
た
人
材
の
確
保
、
財
政

的
問
題
、
研
修
制
度
の
問

題
等
、
数
々
の
課
題
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

問�

　

市
町
村
に
お
い
て
教
職

員
を
採
用
で
き
る
制
度
が

あ
る
と
答
弁
し
て
い
た
だ

い
た
。
課
題
は
あ
る
に
せ

よ
遠
野
の
教
育
を
考
え
た

場
合
、
児
童
に
等
し
い
教

育
環
境
が
与
え
ら
れ
る
べ

き
と
考
え
る
。
導
入
を
検

討
で
き
な
い
か
。

答
（
教
育
長
）�

　

少
子
化
は
、
教
育
の
問

題
だ
け
で
は
な
い
。
遠
野

市
の
教
育
は
、
知
徳
体
を

総
合
的
に
兼
ね
備
え
た
人

間
の
形
成
で
あ
り
、
柱
石

に
捉
え
て
議
論
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

問�

　

学
力
検
査
の
数
値
目
標

偏
差
値
で
小
学
校
53
・
９

中
学
校
48
・
６
と
し
て
い

る
。
複
式
と
単
式
で
は
差

が
あ
る
の
か
。

答
（
教
育
長
）�

　

Ｎ
Ｐ
Ｔ
と
い
う
標
準
学

力
検
査
が
あ
る
。
全
国
市

長
会
標
準
が
50
と
な
る
。

小
学
校
は
、
全
国
を
上
回

る
が
、中
学
校
は
下
回
る
。

小
規
模
校
の
複
式
が
低
い

傾
向
は
な
い
。
少
人
数
の

教
育
が
行
き
届
い
て
い

る
。
社
会
性
の
人
間
形
成

に
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

複
式
学
級
を
解
消
で
き
な
い
か

教
育
長･･･

柱
石
に
据
え
て
議
論
が
必
要

新田 勝見  議員

一問一答方式

問�

　

イ
オ
ン
盛
岡
南
店
「
結

い
の
市
」
の
名
称
を
「
遠

野
風
の
丘
盛
岡
店
」
等
と

変
更
し
、
知
名
度
向
上
と

遠
野
の
観
光
情
報
を
強
化

発
信
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
（
市
長
）�

　

提
案
を
受
け
止
め
な
が

ら
、
改
革
を
進
め
て
い
き

た
い
。

問�

　

市
民
利
用
向
上
に
向
け

「
遠
野
風
の
丘
市
民
会
員
」

等
を
新
設
し
、
ポ
イ
ン
ト

制
度
を
取
り
入
れ
る
等
、

市
民
が
気
軽
に
買
い
物
に

行
け
る
環
境
を
提
案
し
た

い
が
。

答
（
市
長
）�

　

ふ
る
さ
と
公
社
が
行
っ

た
調
査
で
は
、
市
内
利
用

者
が
３
・
２
％
で
あ
っ
た
。

こ
の
数
値
を
実
数
に
す
る

と
年
間
3
万
人
が
利
用
し

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
市
民
が
年
に
1

回
訪
れ
て
い
る
計
算
と
な

る
。
こ
の
提
案
を
受
け
止

め
改
革
に
繋
げ
た
い
。

問�

　

小
友
町
外
山
地
区
で
進

行
中
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建

設
は
自
然
環
境
や
景
観
破

壊
、
更
に
は
災
害
や
事
故

に
繋
が
る
影
響
が
危
惧
さ

れ
る
。
状
況
把
握
し
て
い

る
か
。

答
（
市
長
）�

　

周
辺
部
市
民
か
ら
、
4

月
中
旬
頃
か
ら
水
質
汚
濁

情
報
が
寄
せ
ら
た
。
市
で

も
現
地
確
認
を
行
い
、
事

業
地
か
ら
の
表
面
流
出
に

よ
る
河
川
の
汚
濁
、
水
田

へ
の
濁
水
流
入
や
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
の
土
砂
堆
積
等
の

懸
念
が
あ
る
こ
と
を
聞
き

取
っ
て
い
る
。

問�
　

遠
野
市
で
は
「
遠
野
市

景
観
資
源
の
保
全
と
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

と
の
調
和
に
関
す
る
条

例
」が
施
行
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
条
例
に
基
づ
き
建
設

業
者
に
は
周
知
徹
底
が
さ

れ
て
い
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

３
千
㎡
を
超
え
る
事
業

対
象
と
し
た
こ
の
条
例
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
。
業

者
か
ら
は
、
条
例
に
基
づ

き
届
出
が
提
出
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
を
受
け
て
審
議

会
に
諮
問
さ
れ
、

① 

公
害
防
止
・
環
境
保
全

を
市
と
協
定
す
る
こ
と
。

② 

災
害
発
生
に
繋
が
る
事

項
は
事
前
に
対
策
検
討

す
る
こ
と
。

③ 

事
業
終
了
後
の
処
分
・

撤
去
計
画
の
提
出
す
る

こ
と

の
３
点
に
つ
い
て
答
申
が

あ
り
、
市
で
は
答
申
結
果

を
踏
ま
え
て
事
業
者
に
指

導
を
行
っ
た
。

問�

　

住
民
説
明
会
の
開
催
な

ど
対
策
を
講
じ
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ど

う
考
え
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

事
業
者
か
ら
沈
砂
池
の

拡
張
等
が
示
さ
れ
、
住
民

説
明
会
の
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

菊池 巳喜男  議員

遠
野
ふ
る
さ
と
公
社
の

活
性
化
に
向
け
て

市
長･･･

提
案
を
受
け
止
め

　
　
　
　
改
革
に
繋
げ
た
い

一問一答方式

メガソーラー建設から見る環境への影響は
市長 ･･･ 事業者に誠意ある対応を求めていく

山の表面が削られ、土砂が外山沢に流れ出している
工事現場

その他の質問

◦�遠野ふるさと公社につい
て
◦�遠野早池峰ふるさと学校
について

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）
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問�

　

財
政
状
況
は
健
全
か
。

答
（
市
長
）�

　

国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る

各
指
標
の
範
囲
内
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
健
全
財
政
で

あ
る
と
言
え
る
。

問�

　

中
心
市
街
地
活
性
化
策

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
10
年

間
で
約
１
０
０
億
円
を
投

じ
「
博
物
館
」
や
「
と
お

の
昔
話
村
」、「
あ
す
も
あ

遠
野
」
な
ど
を
整
備
し
て

き
た
。
し
か
し
、
観
光
客

は
減
少
傾
向
が
続
き
商
店

街
も
閑
散
と
し
て
い
る
。

原
因
と
今
後
の
対
応
策

は
。答

（
市
長
）�

　

街
の
賑
わ
い
は
事
業
の

複
合
的
な
効
果
に
よ
り
生

み
出
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で

形
成
し
て
き
た
資
産
を
、

民
間
活
力
を
活
か
し
な
が

ら
、
周
辺
の
経
済
効
果
等

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
取

り
組
む
。

問�

　

こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
─
風
の
丘
の
機
能
充

実
整
備
事
業
10
億
円
の
計

画
見
直
し
、
中
学
校
再
編

後
に
お
け
る
学
校
施
設
の

活
用
策
棚
上
げ
、
馬
事
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
に
空
白
期
間

発
生
な
ど
─
は
、
そ
の
必

要
性
と
予
算
措
置
、
及
び

将
来
展
望
を
検
証
し
な
い

ま
ま
に
着
手
し
中
断
。
こ

れ
は
予
算
の
無
駄
遣
い
に

な
っ
た
と
認
識
す
る
が
、

原
因
分
析
と
改
善
策
は
。

答
（
市
長
）�

　

緊
張
感
を
持
っ
て
し
っ

か
り
検
証
し
、
見
直
す
こ

と
に
よ
り
次
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
持
ち
込
む
。

問�

　

隣
地
拡
張
の
造
成
工
事

は
計
画
通
り
進
ん
で
い
る

か
。答

（
市
長
）�

　

地
権
者
の
了
承
を
得
、

県
の
全
面
的
な
協
力
も
頂

き
な
が
ら
順
調
に
進
ん
で

い
る
。

問�

　

誘
致
企
業
と
の
立
地
交

渉
は
順
調
か
。

答
（
市
長
）�

　

信
頼
関
係
の
下
で
、
か

な
り
い
い
感
触
を
得
て
い

る
。
な
お
、
企
業
側
か
ら

子
育
て
や
介
護
、保
育
所
、

住
宅
環
境
等
に
つ
い
て
相

談
さ
れ
て
い
る
。

問�
　

市
内
企
業
か
ら
の
求
人

に
対
す
る
充
足
率
が
低
い

原
因
は
。

答
（
市
長
）�

　

市
内
２
校
の
高
卒
生
が

県
内
外
に
流
出
し
て
い

る
。
原
因
は
企
業
の
知
名

度
や
労
働
条
件
（
給
与
、

残
業
の
有
無
）、
都
会
へ

の
あ
こ
が
れ
等
が
考
え
ら

れ
る
。

問�

　

上
郷
町
と
宮
守
町
へ
の

子
育
て
支
援
住
宅
の
整
備

計
画
は
。

答
（
市
長
）�

　

時
代
の
流
れ
や
市
営
住

宅
の
需
要
を
捉
え
、
将
来

人
口
、
世
帯
数
の
推
計
な

ど
を
考
慮
し
な
が
ら
前
向

き
に
取
り
組
む
。

財
政
状
況
と
今
後
の
対
応
策
は

市
長･･･

現
状
を
検
証
し
次
に
活
か
す

佐々木 大三郎  議員

一問一答方式

問�

　

な
ぜ
今
、
小
さ
な
拠
点

に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
、
そ
の
背
景
は
。

答
（
市
長
）�

　

人
口
減
少
が
急
激
に
進

む
地
方
の
中
山
間
地
域
等

で
は
、
商
店
等
生
活
機
能

が
存
在
す
る
基
幹
集
落
を

中
心
と
し
た
複
数
の
集
落

に
よ
る
「
小
さ
な
拠
点
」

（
集
落
生
活
圏
）
を
形
成

し
て
、
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
持
続

可
能
な
仕
組
み
づ
く
り
が

急
務
で
あ
る
。

問�

　

指
定
管
理
者
制
度
へ
の

移
行
の
概
要
や
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
活
用
は
。

答
（
市
長
）�

　

指
定
管
理
者
制
度
へ
の

移
行
は
、
地
域
と
の
合
意

形
成
や
人
材
育
成
、
実
務

研
修
等
を
実
施
し
な
が
ら

地
域
の
熟
度
に
応
じ
て
段

階
的
に
行
っ
て
い
き
た

い
。
移
行
の
期
間
は
令
和

２
年
～
３
年
内
を
目
途
と

し
た
い
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

の
活
用
は
、
専
門
的
知
識

や
地
元
視
点
と
は
違
う
感

覚
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
せ
る
人

材
と
し
て
大
い
に
期
待
で

き
る
。

瀧本 孝一  議員

な
ぜ
今
、
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
が
必
要
か

市
長･･･

地
域
の
安
心
の
仕
組
み
づ
く
り
が
急
務

一問一答方式

遠野東工業団地の整備状況は
市長 ･･･ 団地造成、企業誘致　共に順調

その他の質問

◦�農地集積について

順調に進んでいる東工業団地の造成工事

西工区
東工区

問�

　

昨
今
の
高
齢
者
が
関
与

す
る
悲
惨
な
交
通
事
故
の

所
感
と
、
最
近
の
多
様
な

安
全
装
置
の
搭
載
さ
れ
た

自
動
車
に
つ
い
て
の
評
価

や
認
識
は
。

答
（
市
長
）�

　

全
国
で
高
齢
者
が
関
係

す
る
悲
惨
な
交
通
事
故
の

発
生
は
憂
慮
し
て
お
り
、

本
市
も
県
内
同
規
模
の
八

幡
平
市
や
二
戸
市
と
の
３

市
の
中
で
は
、
交
通
事
故

件
数
は
、
１
番
少
な
い
も

の
の
、
割
合
と
し
て
は
、

高
齢
者
事
故
が
１
番
多
い

状
況
で
あ
る
。

　

自
動
車
メ
ー
カ
ー
も
、

自
動
ブ
レ
ー
キ
や
ペ
ダ
ル

踏
み
間
違
い
時
加
速
抑
制

装
置
な
ど
、
安
全
運
転
装

置
の
搭
載
車
種
の
拡
大
を

急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
る

と
認
識
を
し
て
い
る
。

問�

　

交
通
事
故
抑
止
や
弱
者

対
策
と
し
て
、
八
幡
平
市

な
ど
が
実
施
し
て
い
る
、

高
齢
者
へ
の
安
全
装
置
付

き
自
動
車
の
購
入
助
成
制

度
を
創
設
す
る
考
え
は
。

答
（
市
長
）�

　

全
国
で
創
設
さ
れ
は
じ

め
て
い
る
と
承
知
し
て
お

り
、
総
合
交
通
対
策
事
業

の
財
政
負
担
と
も
併
せ
、

仕
組
み
づ
く
り
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。

交通事故抑止対策として、高齢者先進安全
自動車購入補助金制度の創設を

高齢者先進安全自動車購入補助金制度の創設を
市長 ･･･ 総合交通対策事業の中で
　　　　仕組みづくりを検討

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）



この議会だよりの中に答えがあるので、
最初から最後まで読んでみてください

その ❶    議員の政務活動費は月額◯千円です。
その ❷    ７月１日から遠野市議会では公式

　　　　◯◯◯◯ブックを始めました！
その ❸    地震の際に身を守るための安全確保

　　　  行動◯◯◯◯◯◯◯訓練は
　　　  大切です。

　
元
号
が
令
和
に
変
わ
り
、
初
め
て

の
「
遠
野
市
議
会
定
例
会
」
は
、
慎

重
な
審
議
の
も
と
、
13
議
案
を
す
べ

て
可
決
し
ま
し
た
。

　
４
月
の
「
市
民
と
議
会
と
の
懇
談

会
」
で
は
、
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
私
た
ち
議
員
が
何
を
す
べ
き

か
、
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
７
月
４
日
に
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
と
し
て
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ

カ
ー
ブ
ラ
ジ
ル
代
表
を
迎
え
、ま
た
、

秋
に
は
釜
石
で
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
が
開
催
と
賑
や
か
な
日
々

が
続
き
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
議
会
の
事
を
よ

り
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
議

会
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
開
設
し

ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
暑
さ
に
よ
る
体
調
の
変
化
に
お
気

を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！

�

（
浩
士
）

議
会
へ
の
提
言
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す！ 環境にやさしい
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わたしのひとこと

小池　健一 さん 
（上郷町）

議会だより

《応募方法》　クイズの答え・住所・氏名・年齢をお書き
のうえ、ハガキやメールでご応募ください。議会だより
を読んだ感想や、議会へのご意見もお書き添えください。
ご意見等は、「市民の声」のコーナーで、できるだけご紹
介させていただきます。応募者の中から、抽選で３名の
方にすずらん商品券1,000円分をお贈りします。
（当選者の発表は発送をもって代えさせて頂きます。）
《あ て 先》 〒028-0592���遠野市中央通り９番１号
　　　　　�遠野市議会事務局�宛
メールでも応募できます！！ ��gikai@city.tono.iwate.jp
《しめきり》　令和元年８月 30日（金）（当日消印有効）

～議会だより57号クイズの答え～
その①　活力　　　その②　拠点　　　その③　協力隊

とおの
議会だより クイズ

●欄に適切な言葉を入れて
下さい

　東京の修学旅行の民泊を少し手伝った。とても
頭の良さそうな中3男子だ。昼食を共にしながら
私が遠野へ移住した経緯を話した。
　あの震災で、それまで湯水のように使っていた
電気を誰がどうやって作ったかを考え、大金を積
んでも食料品を買えなかったことなどから、自分
で米、野菜をつくっていけばそれだけで安心でき
る。しかし、生計を立てるには、他にも山仕事を
して薪づくりや農閑期の手仕事もする。大組織に

属するのではなく自ら地に足を付けた身の丈に合
った暮らしから始めることが希望だ。貧乏暇なし
の暮らしぶりが健康維持に役立ち、お金もあまり
使わずにすむ。何より、安心安全な食材での食生
活と、適度な肉体労働からの疲労による睡眠が動
物である人間のそもそもの欲求なのではないか。
　ひとりの子がぼそっと、「すげー、考え方」と、
まるで聞いていないようで聞いていた。感受性が
高い年頃か。閉村式（修了式）で先生は、「チョ
ットしたきっかけで人との繋がりが増えていって
意外なところに縁があったりするので、違う地域
違う世代の人達との交流というのは、将来的に見
てすごく素晴らしい種まきになる」と、感想とお
礼を述べていた。
　かくいう私も、東和町産直の生産者の米が縁で、
出会った日から２か月後に夫婦で東京から移住し、
さらに３年後、昨年９月に上郷に来た。無垢な子
どもたちに感謝。遠野民泊協会と関係者に感謝。

57 号でご紹介した坂本香小合さんのフリガナに間違いがありました。正しくは、「かおり」さんです。お詫びして訂正いたします。


